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当報告書に関するお問合わせ先： 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社 

お問合わせ窓口 

電話番号：03-5219-5947 

 

〒100－6536 東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 
 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（金融商品取引業者 

関東財務局長（金商）第417号）はフランクリン・リソーシズ・インク

傘下の資産運用会社です。 

 

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｆｒａｎｋｌｉｎｔｅｍｐｌｅｔｏｎ.ｃｏ.ｊｐ 
 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

当ファンドは、主に「フランクリン・テンプル

トン・ブラジル国債マザーファンド」受益証

券への投資を通じて、主にブラジル・レアル

建てのブラジル国債に投資を行うことによ

り、信託財産の中長期的成長を目指します。 

主要運用対象 

当ファンド 

｢フランクリン・テンプルト

ン・ブラジル国債マザーファ

ンド」受益証券を主要投資対

象とします。 

フランクリン・ 

テンプルトン・ 

ブラジル国債 

マザーファンド 

ブラジル・レアル建てのブラ

ジル国債を主要投資対象と

します。 

組 入 制 限 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設

けません。 

分 配 方 針 

年２回の決算日（原則として毎年３月13日及

び９月13日。休業日の場合は翌営業日）に、

収益分配方針に基づいて分配を行います。 

 
 

 
 

旧名称：ＬＭ・ブラジル国債ファンド（年２回決算型） 

 

運用報告書（全体版) 

 

第29期 決算日 2023年３月13日 

 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「フランクリン・テンプルトン・ブラジル国債ファ

ンド（年２回決算型）」は、2023年３月13日に第29期の

決算を行いましたので、期中の運用状況と収益分配金

をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

25期(2021年３月15日) 10,692 0 △ 2.7 98.6 － 5,103 

26期(2021年９月13日) 11,253 0 5.2 98.5 － 4,797 

27期(2022年３月14日) 12,583 0 11.8 98.7 － 4,615 

28期(2022年９月13日) 15,990 0 27.1 98.6 － 3,700 

29期(2023年３月13日) 15,533 0 △ 2.9 99.7 － 3,127 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 市場に広く認知されているベンチマーク等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファ

ンドの収益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年９月13日 15,990 － 98.6 － 

９月末 15,395 △3.7 97.8 － 

10月末 16,188 1.2 98.5 － 

11月末 15,340 △4.1 99.4 － 

12月末 14,812 △7.4 98.9 － 

2023年１月末 15,177 △5.1 99.7 － 

２月末 15,736 △1.6 100.1 － 

(期  末)     

2023年３月13日 15,533 △2.9 99.7 － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 
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○運用経過  

 期中の基準価額等の推移 (2022年９月14日～2023年３月13日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年９月13日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当期の当ファンドのパフォーマンス（騰落率）はマイナスとなりました。 

ブラジルの金利水準が相対的に高いことから、公社債利金を手堅く確保しましたが、ブラジルレ

アル安・円高を反映して為替損益がマイナスとなりました。なお、公社債損益による基準価額への

影響は限定的でした。 
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 投資環境 (2022年９月14日～2023年３月13日)
 

当期のブラジル債券市場では、利回りが若

干上昇（価格は下落）しました。 

期の前半は、ブラジル中央銀行（BCB）がイ

ンフレ率の鈍化を背景に利上げを停止した

ことなどから、利回りは低下（価格は上昇）

しました。しかし、その後は財政規律に対す

る懸念に加え、ルラ次期大統領の政権移行

チームの構成メンバーが市場に嫌気された

ことから、利回りは急上昇しました。 

期の半ばは、利回りが何度か上昇に転じる

場面も見られましたが、ルラ次期大統領の下

での財政悪化懸念が和らいだことなどから、

利回りは低下しました。インフレ率が引き続

き鈍化傾向にあることも利回り低下の材料となりました。 

期の後半は、BCBが政策金利を長期に据え置く可能性を示唆したことから、利回りは上昇しまし

た。ルラ政権の財政リスクに対する懸念も利回りの上昇要因となりました。しかし、その後は財政・

金融政策の不確実性が後退したことなどから、当期末にかけて利回りは低下しました。 

 

当期のブラジルレアル・円相場は、レアル

安・円高となりました。 

期の前半は、レアルは下落して始まった

後、大統領選挙後もルラ次期大統領の下で中

道寄りの政策が期待できることが好感され、

レアルは上昇しました。しかし、その後は財

政悪化や次期政権移行チームに対する懸念

などを背景にレアルは大きく下落しました。 

期の半ばは、狭いレンジでの小動きがしば

らく続きましたが、日銀が長期金利の許容変

動幅の上限を引き上げたのを受けて円が急

騰したことから、レアル安・円高が進行しま

した。しかし、その後は米国の利上げペース

縮小の見方が広がる中、レアルの高い金利水準が意識され、レアルは上昇に転じました。 

期の後半は、政策金利の高止まりが長期化するとの見通しを背景にレアルは強含む一方、ルラ大

統領が政策金利の高止まりを批判したことを受けて中央銀行の中立性に関する懸念が高まると弱

含むなど、一進一退が続きました。しかし、その後はブラジルの高い金利水準が再び意識されたこ

とから、レアルは堅調に推移しました。 
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 当ファンドのポートフォリオ (2022年９月14日～2023年３月13日)
 

当ファンドは、主に「フランクリン・テンプルトン・ブラジル国債マザーファンド」受益証券へ

の投資を通じて、主にブラジルレアル建てのブラジル国債に投資を行うことにより、信託財産の中

長期的な成長を目指して運用に努めてまいりました。また、外貨建て資産については、原則として

為替ヘッジを行いません。当期においては、債券の流動性や残存年数に配慮しながら、引き続きポー

トフォリオを構築しました。 

 

 分配金 (2022年９月14日～2023年３月13日)
 

分配金につきましては、基準価額動向や保有債券の利子収入等を勘案し、以下の通りとさせてい

ただきました。なお、収益分配に充当しなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用の

基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第29期 

2022年９月14日～ 
2023年３月13日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 15,169  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

主にブラジルレアル建てのブラジル国債に投資を行い、債券の流動性や残存年数に配慮しながら、

引き続きポートフォリオを構築してまいります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年９月14日～2023年３月13日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 131  0.845  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 63)  (0.409)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 63)  (0.409)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 17   0.108   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 14)  (0.089)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） (  2)  (0.013)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 148   0.953    

期中の平均基準価額は、15,441円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.91％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年９月14日～2023年３月13日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
フランクリン・テンプルトン・ブラジル国債マザーファンド 40,888 82,591 292,007 591,248 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年９月14日～2023年３月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2022年９月14日～2023年３月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年９月14日～2023年３月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年３月13日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

フランクリン・テンプルトン・ブラジル国債マザーファンド 1,818,582 1,567,463 3,156,401 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2023年３月13日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

フランクリン・テンプルトン・ブラジル国債マザーファンド 3,156,401 99.7 

コール・ローン等、その他 8,986 0.3 

投資信託財産総額 3,165,387 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） フランクリン・テンプルトン・ブラジル国債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（24,712,921千円）の投資信託財

産総額（25,131,976千円）に対する比率は98.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、３月13日における邦貨換算レー

トは1米ドル=134.34円、1ブラジルレアル=25.7576円です。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年３月13日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,165,387,302   

 フランクリン・テンプルトン・ブラジル国債マザーファンド(評価額) 3,156,401,866   

 未収入金 8,985,436   

(B) 負債 37,493,354   

 未払解約金 8,985,436   

 未払信託報酬 27,870,969   

 その他未払費用 636,949   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,127,893,948   

 元本 2,013,644,657   

 次期繰越損益金 1,114,249,291   

(D) 受益権総口数 2,013,644,657口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,533円 
 
＜注記事項＞ 

元本の状況 

期首元本額 2,314,047,911円 

期中追加設定元本額 52,711,487円 

期中一部解約元本額 353,114,741円 
 

○損益の状況 (2022年９月14日～2023年３月13日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △   61,876,993   

 売買益 16,545,470   

 売買損 △   78,422,463   

(B) 信託報酬等 △   28,507,918   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   90,384,911   

(D) 前期繰越損益金 442,053,372   

(E) 追加信託差損益金 762,580,830   

 (配当等相当額) (  2,254,874,034)  

 (売買損益相当額) (△1,492,293,204)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 1,114,249,291   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 1,114,249,291   

 追加信託差損益金 762,580,830   

 (配当等相当額) (  2,255,319,062)  

 (売買損益相当額) (△1,492,738,232)  

 分配準備積立金 799,311,029   

 繰越損益金 △  447,642,568   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するた

めに要する費用として、委託者報酬のうち販売会社へ支払う手

数料を除いた額の100分の96相当額を支払っております。 
 
＜分配金の計算過程＞ 

決     算     期 当     期 
(A）配 当 等 収 益(費用控除後) 163,990,870円 
(B）有 価 証 券 売 買 等 損 益 

(費用控除後、繰越欠損金補填後) 
0 

(C）収 益 調 整 金 2,255,319,062 
(D）分 配 準 備 積 立 金 635,320,159 
分 配 対 象 収 益 額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 3,054,630,091 
(１ 万 口 当 た り 収 益 分 配 対 象 額) (       15,169) 
収 益 分 配 金 0 
(１ 万 口 当 た り 収 益 分 配 金) (            0) 

 

＜お知らせ＞ 

 

＜主な約款変更に関するお知らせ＞ 

 

当ファンドならびにマザーファンドのファンド名称変更に伴う所要の約款変更を行いました。 

（変更日：2022年12月14日） 
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